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こんにちは！一色文具ＭＡＧＡＺＩＮＥ編集長の味岡です。この雑誌はいつもお世話になっ
ているお客様に、お役立ちしそうな情報や楽しい情報をお伝えします。文面はつたない部分
もあるかと思いますが、読んでいただき、ご感想やご要望をいただければ、幸いです。
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一色文具　　　　　
一色文具公式フリーペーパー

新年度始まります。

私の長男はこの春中学校を卒業し、高校生活を新しく始めます。姉
は高校2年生になり、専門分野に分かれたクラス編成になります。2
人とも、電車通学で、朝もたいへんになる事でしょう。

ｍａｇａｚｉｎｅ ＹＥＮ０
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ボーツイ（ボードにツイート）

店頭には、ちょっとした文具の豆知識などをブラックボードに書いて、掲示してます。
1月～3月の反響のあったものを紹介します。

ホッチキス留めした紙類は、そのまま再生紙に出し
ても問題ありません。でも、仕事上の書類を再生紙
として出すわけにもいかない場合もありますね。シ
ュレッターにも、機種によっては、そのまま裁断で
きる機械もあります。一度機種を確かめてみてはい
かがでしょう。

当店も「マインドフルネス」的な空間を創り出せたら最高ですね。お客様には、楽しく、ハッ
ピーになっていただけるよう、さまざまな取り組みをしたいです。

マインドフルネス
新しい環境に身を置くと、もちろん「慣れ」がないので、ハイスト
レスにもなりますよね。最近、欧米などでは「マインドフルネス」
が注目されているそうです。その定義は「「今の瞬間」の現実に常
に気づきを向け、その現実をあるがままに近くし、それに対する思
考や感情にとらわれないでいる心の持ち方」だそうです。何のこと
かサッパリわかりませんが、一つの例では「瞑想すること」などが
あげられます。

国産の第一号は大正時代にに早川金属（現在のシャープ(
株)）が発売したとされています。、「早川式繰出鉛筆」
として特許を取得。 これが欧米で引っ張りだことなり生
産を拡大、早川兄弟商会金属文具製作所を 設立して金属
繰出鉛筆を中心にした事業を展開しました。
 翌１９１６年には、これまでにない極細芯の近代的な筆
記具を生産、 大正デモクラシーの文化の中、先端文具と
して一世を風靡しました。 名称も、エバー・レディ・シ
ャープ・ペンシル（常備芯尖鉛筆）と改め、 さらに後に
シャープペンシルとなりました。



ワンポイントエクセル

このコーナーはエクセルの知っておきたいテクニックを紹介していきます。
第3回は前回の書式の設定で自動で曜日を表示させる方法です
日付の入力されたセルを選びます。
（例えば、4/4と入力すると自動で日付の書式になり、「4月4日」と表示されます。）
右クリック→セルの書式設定をクリック
「分類」の一覧から、「ユーザー定義」を選択
種類の欄から日付の様式を選ぶ（お好きなのをどうぞ）
後ろに（ａａａ）と入力
例えば　ｍ”月ｄ”日”（ａａａ）
日付の後ろにカッコ付きで曜日が表示されます。

・ユーザー定義を使った書式の設定　その2

表のとおり、郵
便料の改定があ
ります



大阪旅行に行ってきました

関ジャニ８コンサートと有馬温泉

家族で京セラドームへ関ジャニエイトのコンサートへ。
しかし、当日は東海や関西の平野地にも大雪の予報
急きょ車にスタットレスタイヤを装着

道路状況もどうなるか予想がつかないので、
前日の夜中から出発しました。

でも、案外順調に大阪に来れたため、
ＵＳＪの駅のスタバで朝食、
ゲート前のお土産屋さんをぶらりして、
隣接のたこ焼きミュージアムで昼食

私はチケットを持ってないので、コンサート
の間は、暇つぶし
近くのラウンドワンで一人ボウリング。

この日は、6ゲ－ム投
げましたが、そのうち
1ゲーム、最近流行り
だした両手投げを試し
たら、200点とれまし
た！

コンサート後、有馬温泉へ。
もちろん大浴場もありましたが、
部屋のお風呂も豪華！両方入りたくて、
お風呂に湯を張ろうとしたら、水道管が凍結で、し
ばらく湯が出ないというトラブル。
でも結局は両方入れました。

雪の中、帰路へ
御在所ＰＡでもこの雪景色



当店の経営理念
 楽しさ一色、ワクワクづくり 

　　　　　～希望湧く、感動の連鎖～ 

一.仲間とともにお客様の喜びを考える事により、ワクワクを創ります。

一.私たちはお客様に感動を提供し、ワクワクを作ります。

一.地域社会の一員としての責任を果たし、ワクワクを造ります。

です。

これは、例えば大切な人に何かプレゼント使用とする時に、高価な物と言うより、ど
んな演出をして、サプライズを起こすか？と、ワクワクした気持ちが、当店の価値の
源だという思いと、最終的には地域のコミュニティができる場を提供し、それを促す
事が当店の社会的な価値だという思いを表したものです。

発行元　一色文具
西尾市一色町前野川原8
ＴＥＬ　0563-72-8609
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当フリ－マガジンのネタありませんか？お便りください。

このフリーマガジンの感想や、こんなテーマを扱てほしいなど、お便りいただくと、
ありがたいです。
よろしくお願いします！！

ちょこっと経済学

国民の借金て何？
ファイナンシャルプランナーの資格を持つ私が経済学についてのコラムを少し。
よく経済ニュースで、国の借金が1千兆円を超え、国民一人当たりにすると800万円以上という
ことを耳にしますね。こう聞くと、まるで国民一人一人が800万円もの借金を負っているよう
に思えて、途方に暮れてしまいます。でもちょっと待てよ、と思ってしまいます。確か財政再
建問題が言われだしたころ、当時700兆円くらい小泉政権だった時だと記憶してますが、政府
の見解は「国民への借金はお返ししなければならない」と説明していました。しかし今は「子
や孫につけを回すな」と言われます。
これは同じ現象なのに、全く真逆の説明になっています。前者は国の借金は国民の資産、後者
は負債だと言っています。国債は主に銀行に買われています。これは国民の預金が財源になっ
ているので、間接的には国が国民に借金している形になっていて、国の借金は国民の資産だと
言えるでしょう。

かと言って、国に大きな借金があるのは問題ではないでしょうか？
企業とか、個人であれば、借金があっても、それだけの資産があればいいわけです。国の資
産を調べると財務省のＨＰに
平成21年の貸借対照表が載っていますが
これによると、純負債（債務超過）が372兆円
だと判ります。
それでもや約00兆円もの借金が残ります。
これは実は日銀がほぼ補っている
形になっています。
28年9月末の日銀の国債保有額は397兆円
あります。
ですから、「財政再建は完了した」と
主張する経済評論家もいます。

財務省ＨＰより


